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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
本
年
も
鶴
の
町
商
工
会

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
幸
多
き
新
春
を
お
迎
え
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

そ
し
て
、
日
頃
よ
り
商
工
会
の
事

業
運
営
に
対
し
、
役
員
は
も
と
よ
り

青
年
部
、
女
性
部
、
そ
し
て
会
員
皆

様
の
ご
理
解
ご
支
援
を
賜
り
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
酉
年
に
因
み
我
が
商
工

会
も
各
方
面
に
お
い
て
大
い
に
羽
ば

た
い
た
と
思
い
ま
す
。
特
に
青
年
部

に
お
い
て
は
、
西
日
本
オ
ー
ル
ド
カ

ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
三
十
回
記
念
大

会
に
お
い
て
、
高
さ
十
ｍ
に
も
達
す

る
ロ
ボ
ッ
ト
（
機
動
警
察
パ
ト
レ
イ

バ
ー
に
登
場
す
る
実
物
大
立
像
）
の

展
示
を
実
現
し
、
お
蔭
様
で
記
念
大

会
は
大
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た

女
性
部
で
は
、
鹿
児
島
市
で
開
催
さ

れ
た
「
商
工
女
性
の
主
張
」
九
州
大

会
に
お
い
て
、
鹿
児
島
県
代
表
と
し

て
川
窪
女
性
部
副
部
長
が
堂
々
と
発

表
さ
れ
上
位
入
賞
を
果
た
さ
れ
る
な

会 

長 

　
尾
﨑 
正
門

　

ま
た
、
商
工
会
で
は
、
日
頃
か
ら

金
融
斡
旋
や
各
種
補
助
事
業
等
の
紹

介
、
有
利
な
共
済
保
険
事
業
の
推
進

や
会
員
皆
様
へ
の
福
利
厚
生
事
業
、

そ
し
て
事
務
の
お
手
伝
い
な
ど
会
員

の
皆
様
に
役
立
つ
取
組
み
を
多
面
的

に
行
っ
て
い
ま
す
。
是
非
気
軽
に
お

立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

　

今
、
国
に
お
い
て
も
小
規
模
事
業

者
の
経
営
支
援
に
つ
い
て
は
、
多
様

な
事
業
を
打
ち
出
し
て
お
り
ま
す
が
、

地
域
の
課
題
で
も
あ
る
次
世
代
へ
の

事
業
継
承
に
つ
い
て
も
、
税
制
の
見

直
し
や
人
材
育
成
、
金
融
支
援
の
充

実
な
ど
様
々
な
取
り
組
み
が
用
意
さ

れ
て
い
ま
す
。
是
非
商
工
会
に
ご
相

談
い
た
だ
き
事
業
繁
栄
に
役
立
て
て

い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

　

今
年
も
、
商
工
会
は
「
行
き
ま
す

聞
き
ま
す　

提
案
し
ま
す
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
役
職
員
一
体
と
な
っ
て
活
動

し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ど
う
か
さ

ら
な
る
ご
指
導
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

最
後
に
、会
員
皆
様
そ
し
て
ご
家
族
、

従
業
員
皆
様
の
ご
健
康
と
各
事
業
所

の
ま
す
ま
す
の
ご
繁
栄
を
願
い
新
年

の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ど
大
活
躍
で
し
た
。

　

さ
ら
に
、
平
成
二
十
九
年
度
の
商

工
会
活
動
の
柱
と
し
て
、
今
後
五
年

間
に
亘
る
「
経
営
発
達
支
援
計
画
達

成
に
係
る
事
業
が
始
ま
り
、
各
セ
ミ

ナ
ー
や
個
別
相
談
な
ど
多
岐
に
わ
た

り
経
営
支
援
を
行
い
、
ま
た
地
域
活

性
化
事
業
と
し
て
各
物
産
展
へ
の
出

展
支
援
や
協
力
、
そ
し
て
活
性
化
委

員
会
を
立
ち
上
げ
「
鶴
の
町
特
産
品

ブ
ラ
ン
ド
化
」
に
向
け
本
格
的
に
活

動
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
商
工
会
運
営
見
直
し
と

し
て
、
総
会
に
お
い
て
役
員
定
数
の

削
減
を
行
い
、
併
せ
て
会
員
地
区
割

に
つ
い
て
も
、
会
員
の
分
布
状
況
を

把
握
し
、
そ
の
増
減
を
行
い
、
本
年

五
月
の
総
会
に
お
い
て
は
、
新
た
な

地
区
割
で
役
員
改
選
を
行
う
こ
と
と

い
た
し
ま
し
た
。

　

さ
て
、
今
年
は
戌
年
で
す
。
戌
年

は
、
子
孫
繁
栄
に
例
え
ら
れ
ま
す
。

私
共
も
あ
や
か
っ
て
会
員
増
強
の
年

に
い
た
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。
ま
だ
、

管
内
の
四
割
の
事
業
者
が
未
加
入
と

な
っ
て
い
ま
す
。
会
員
皆
様
方
か
ら

の
情
報
や
ご
紹
介
も
い
た
だ
き
な
が

ら
加
入
斡
旋
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す

の
で
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

新
年
の
ご
挨
拶

今年もよろしくお願いします。

商
工
会
報

－ 発 行 者 －

会 長

本所 ℡ 0996-82-1065
 ℻ 0996-82-1192
支所 ℡ 0996-84-2062
 ℻ 0996-84-4359

尾 﨑 正 門
第　　 号

鶴 の 町 商 工 会

つ
る
の
ま
ち

23

代表者名 事業所 住　所

宮本進之助 アイショップ みやもと
出水総合医療センター売店 高尾野町下高尾野

中村　貞二 ㈱まつぼっくり 高尾野町下水流

平床　美香 カットハウス 笑夢 高尾野町柴引

松本　拓也 ㈱ほほえみファーム 高尾野町下水流

新規加入会員紹介

　鶴の町商工会は、今年もサービス体制をさらに強化し、会員
からのご意見やご要望、そして地域の期待に応えてまいります。
　会員の皆さんも、身近なところに、新たな事業を起こされた
方やまだ商工会に加入していない方がいらっしゃる場合は、商
工会の紹介や事務局へのお知らせなど、会員加入推進にご協力
をよろしくお願いします。

　今年、９月から１１月までに、新会員となられた皆さんです。
先輩会員の皆さんよろしくお願いします。

１２月末日現在、会員数は３５０名です。

新規会員加入推進中です。
　２日目が平日となり、交通規制の時
間が少し変更となりますのでご注意く
ださい。
　また、車でお出かけの方は、きらめ
きドーム周辺や市営駐車場等を利用さ
れ、シャトルバスをご利用ください。
出来るだけ鉄道やバスなど公共交通機
関をご利用ください。

今年の

は「中の市」
（そば市）

日22
月3 日21

（木）

（水）

です。

と
春分の日
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

日
頃
は
、
青
年
部
活
動
に
対
し
多

大
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
青

年
部
を
代
表
し
ま
し
て
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
も
、
夏
祭
り
や
マ
チ
テ
ラ
ス
、

西
日
本
オ
ー
ル
ド
カ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
な
ど
の
地
域
振
興
事
業
、
屋
久

島
交
流
や
三
大
市
交
流
な
ど
の
交
流

事
業
な
ど
青
年
部
一
丸
と
な
っ
て
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

特
に
三
十
回
を
迎
え
た
西
日
本
オ

ー
ル
ド
カ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は

記
念
大
会
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
機

動
警
察
パ
ト
レ
イ
バ
ー
に
登
場
す
る

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

皆
様
に
は
ご
家
族
お
揃
い
で
新
春

を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
北
薩
地
区
の
女
性
部
合

同
研
修
大
会
と
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
が
鶴
の
町
商
工
会
の
担
当
と
な

り
、
部
員
の
皆
様
に
は
、〝
お
も
て

な
し
〞
に
〝
応
援
〞
に
と
大
い
に
ご

協
力
い
た
だ
き
、
お
蔭
様
で
地
区
大

会
は
久
し
振
り
に
準
優
勝
に
輝
き
ま

し
た
。

　

そ
し
て
県
大
会
に
お
い
て
は
、
そ

特
殊
車
両
（
ロ
ボ
ッ
ト
）「
イ
ン
グ

ラ
ム
」
の
招
致
と
、体
育
館
に
て
「
モ

デ
ラ
ー
ズ
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
」
な
ど

を
行
い
盛
大
に
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

こ
の
招
致
に
は
、
多
額
な
費
用
が

必
要
で
し
た
が
、
市
や
県
か
ら
の
助

成
を
い
た
だ
き
招
致
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆

様
に
は
重
ね
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
費
用
の
一
部
を
近
年
話
題

に
な
っ
て
い
る
「
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
」
を
利
用
し
て
集
め
ま
し

た
。
こ
の
「
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
」
で
の
資
金
調
達
方
法
は
今
後

の
青
年
部
事
業
だ
け
で
は
な
く
各
自

の
経
営
に
も
大
い
に
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
そ
う
で
あ
り
、
良
い
経
験
を

の
勢
い
が
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
見
事

第
三
位
と
い
う
好
成
績
を
修
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
ら
た
め
て
女

性
部
の
団
結
力
の
強
さ
を
思
い
知
る

と
と
も
に
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ

い
に
な
り
ま
し
た
。

　

さ
て
今
年
は
、
早
速
二
月
に
県
連

合
会
に
よ
る
女
性
部
結
成
五
十
周
年

記
念
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
私
た

ち
の
存
在
と
活
動
が
商
工
会
の
発
展

に
い
か
に
大
切
で
あ
る
の
か
再
認
識

す
る
機
会
で
も
あ
り
ま
す
。
積
極
的

な
参
加
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、

女
性
部
の
活
動
に
対
し
更
な
る
ご
理

解
、
ご
指
導
と
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す

す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
青
年
部
の
一
部
の
メ
ン
バ
ー

と
市
職
員
で
「
イ
ズ
ミ
ラ
イ
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
、
高
尾
野
・

野
田
の
ご
当
地
ヒ
ー
ロ
ー
「
侍
剣
士

タ
カ
オ
ノ
ダ
ー
」
と
、
出
水
市
の
ご

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、「
笑
う

門
に
福
来
た
る
」
と
申
し
ま
す
。
今

当
地
ヒ
ー
ロ
ー
「
三
超
天
聖
イ
ズ
ミ

ラ
イ
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。
鹿
児
島

県
の
ご
当
地
ヒ
ー
ロ
ー
「
薩
摩
剣
士

隼
人
」
と
の
コ
ラ
ボ
や
各
イ
ベ
ン
ト

へ
の
出
演
な
ど
精
力
的
に
活
動
し
て

お
り
ま
す
。
高
尾
野
・
野
田
地
区
を

盛
り
上
げ
る
た
め
、
ど
こ
へ
で
も
駆

年
一
年
会
員
の
皆
様
が
笑
顔
で
過
ご

さ
れ
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。

け
つ
け
ま
す
の
で
イ
ベ
ン
ト
等
あ
り

ま
し
た
ら
お
声
掛
け
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　

今
年
も
青
年
部
は
、
①
地
域
振
興

発
展
の
た
め
、
②
家
業
発
展
の
た
め
、

③
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
の
た
め
の
三

本
柱
で
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で

変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

頑張れ！鶴の町 「商工会の日」清掃活動

古市先生のおもてなし講座 マチテラス準備作業

青
年
部
長 

　
野
村 

憲
作

女
性
部
長 

　
道
上 

律
子

　地域の状況を踏まえて、土地や建物等の用途指定を行うとともに、将来の交通状
況を見越し、道路の整備計画を行う都市計画の説明会です。会員事業所の経営環境
の見通しにも関わる大切な説明会です。是非最寄りの説明会に出席してください。

わが町の都市計画見直しに関する説明会が開かれます。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

開　催　日 対象地域 会　　　場
２月１９日（月） 米ノ津地域 米ノ津公会堂
２月２０日（火） 下水流・荘地域 鶴荘学園クラブハウス
２月２１日（水） 高尾野地域 高尾野公民館
２月２２日（木） 野田地域 野田農村環境改善センター
２月２３日（金） 出水地域 出水市役所本庁
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記念大会に華添えた
「機動警察パトレイバーロボット」

　鹿児島中央駅アミュプラザ前広場にて、鹿児島県商工会連
合会北薩地区の商工会が、９月30日から10月２日までの３
日間、それぞれ地元の特産品を持ち寄り展示販売を行いまし
た。鶴の町商工会からは、新鮮市場たこの、神酒造、本城こ
んにゃく店が参加しました。来場者の中には旅行中の方も多
く、常温保存でコンパクトな品をお土産にまとめて買われる
場面もありました。今後もさらに出店を呼びかけ、地元特産
品の情報発信に活用していきたいものです。

③

　９月23日（土・秋分の日）、新鮮市場たこの前駐車
場等において、約20店ほどの露店が立並び、薩摩剣
士隼人の賛助出演やシンガーソングライターＫＯＤＡ
Ｉのライブも加え賑やかに開催されました。そば祭実
行委員会では、同日行われている「紫尾神社秋の大祭」
と連携し集客力を高められるよう努め、「秋の中の市」
として高尾野町の大イベントに育てたいとしており、
今後の活動が期待されます。

まるごと特産品フェア開催

　11月３日（文化の日）恒例のオールドカーフェスティバルが開催され、好天気にも恵まれ、当日参加台数は259台と
昨年を40台も上回りました。フリーマーケットや地元出店も55店と大きく増加し、例年を５千人ほど上回る来場者と
なりました。
　会場内の一角にトレーラーに積載されたイングラムが置かれ、サイレンの音とともに立ち上がると、観覧者が群がり
しきりにスマホなどで撮影していました。また、会場の東側と北側には、30を超える露店、西側には15店のフリーマ
ーケットが立並び、それぞれに人が並び大変な賑わいを呈していました。
　また、隣接の体育館では、モデラーズコンベンションも同時開催され、併せてドローンの操作体験や子ども免許証の
交付など、子ども連れの家族が数多く出入りしていました。
　今回、企画段階から取り組んだ商工会青年部の頑張りで、記念大会にふさわしい内容となりました。また、県や出水
市の格別な支援と市役所職員や農協、商工会役職員等の一体的な協力の成果ともいえます。地域活性化の一助とすべく
オールドカー愛好者の活動から育まれ30年の歴史を重ねた大会は、今や我が地域はもとより九州各県の愛好者等にと
ってかけがえのないイベントとして定着したものと思います。
　これからも、各方面からのご支援やご協力をいただきながら、時代の推移とともに愛されるイベントとして成長し続
けるよう願っています。

　鹿児島中央駅アミュプラザ前広場にて、鹿児島県商工会連

鶴の町秋のイベント特集
高尾野秋のそば祭開催

第30回 西日本オールドカーフェスティバル開催
（実物大イングラム）

華やかにテープカット

鶴の町出店ブース賑わい

薩摩剣士隼人と記念撮影

会場いっぱいの来場者

大人もプラモデルに釘づけ

オールドの背中に イングラムの雄姿
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新春会員親睦交流会開催

④

　11月３日のオールドカーに引続き５日まで３日間にわたり、地区内各所で竹灯篭
の展示やイベントが開催されました。
　中でも高尾野地区では、４日から５日まで、青年部を中心に神酒造をメイン会場と
し、周辺沿道を明るく照らしました。会場内では、駐車場や工場内をフルに活用し、
幻想的な雰囲気の中で、来場者に焼酎が振る舞われ、夜更けまで賑わいが続きました。
　また野田地区では、３日、野田郷駅前駐車場では、子ど
もたちが製作した竹灯篭をピラミッド型に配置し、感応寺
では境内全体に隈なく竹灯篭が設置され、竹林のライトア
ップと相まって、まさに幽玄の世界を感じさせる雰囲気で
した。４日から５日までは、十三仏交差点で武家門のモニ
ュメントを設置し、隣接した展示会場も夜遅くまで大いに
賑わっていました。

　12月４日（日）、野田農産加工施設とその周辺駐車場を会
場とし、地元の農産物や農産加工品が展示販売されました。
　３つの直売所を中心に、手作りの特産品が数多く出品さ
れました。
　また、地元にある県立野田女子高生による吹奏楽やダン
ス、野田幼稚園児のかわいい遊戯の披露、そして米のすく
い取り、卵の大安売りなどで賑わいました。

　１月19日（金）、鶴の里において、会員約100名を含む
130名が集い、新春会員親睦交流会が開催されました。
　第１部は、出水税務署長丸山昌仁氏が「スマート税務行
政を目指して」と題して、税務署の新たな取組みやＩＴ化
等の進展による納税者を取り巻く将来像など、また、間近
に迫っている確定申告についても分かり易く説明していた
だきました。　
　第２部は、アトラクションも盛りだくさんで、ひと華会
の勇壮なエイサーと東畠呂句朗君の華麗な舞踊、そして鶴
の町に誕生したニューヒーローのイズミライとカーク将軍、
可愛いとりとりガールズが出演し、ナンコ大会から抽選会
まで大いに盛り上がりました。また、抽選会の景品は、商
工会役員全員から大量に提供していただき、終了時刻が
30分もオーバーするほどの賑わいとなりました。

　12月28日（木）、高尾野きらめきドームで第21回あ
ったか歳末特産品まつりが開催されました。正月に向け
門松や花のアレンジメント、飾り餅や年越しそば、そし
て果物や野菜の青果物など盛りだくさんの商品、さらに
恒例となっている手打ちそばやぜんざいの振る舞いなど。

　今回は、チアリー
ディングＳＡＮＮＹ
Ｓの可愛いパフォー
マンスや五つ太鼓
「龍翔」の迫力ある
演奏が花を添え、会
場全体が大いに盛り
上がっていました。

　１月20日（土）から21日（日）の２日間、本商工会から
尾﨑会長や田下副会長を含め野村青年部長以下５名が、
海路屋久島町を訪れ30有余年に亘る交流の絆をさらに
深めてまいりました。
　また、屋久島町商工会青年部の新年会においては、荒
木町長も同席され、尾﨑会長とは青年部時代からの旧知
の間柄でもあり、互いの懐かしい話が飛び交い、部員達
も熱心に聞き入る一幕もありました。
　最後には、屋久島町青年
部の皆さんが３月の「中の
市」に出店参加していただ
くことを約束し会場をあと
にしました。

“いずみマチテラス”高尾野・野田地区でも賑わう。

マチテラス繁盛

焼酎甕と竹灯篭

わくわく滑り台

あったか歳末特産品まつり

屋久島町商工会青年部との
 交流会開催

歳の市野田郷むらまつり 歳末・新年の行事賑やかに開催

大人気コメすくい

天気良く会場いっぱいの来場者

タカオノダー御一家もお買い物

出水税務署長講演天皇陛下！犬のしょんべん!

交流会風景

屋久島大川の滝



鶴 の 町 商 工 会 会 報 2018年（平成30年）２月発行⑤

　経営発達支援計画とは、小規模事業者の皆様の持続的発展を支援するため、商工会が国の認定を受けて、事業計画の
作成実施を支援することや、地域活性化にもつながる物産展・展示会の開催等の取組みを促進するものです。
　鶴の町商工会においては、昨年度、計画が国に認定され、今年度より国の補助事業（今年度の補助金額：約350万円）
を活用して、小規模事業者の皆様の経営力強化や地域資源を活用した地域活性化事業を実施してきました。
　本計画は５年計画で策定され、初年度である今年度は、主に次の事業を実施しました。

１．調査事業
　 　｛商工会まるごとフェア｝などイベントに来られたお客様に、高尾野町・野田町の地域特産品等のアンケート調査
を実施し、当地域の需要動向に関する調査事業を実施しました。

　 　また、商工会員の方への経営動向アンケート調査を実施し、また経済統計等を活用し、当地域の経済動向調査を実
施しました。

　　調査報告書については、後日、送付しますので、皆様方の今後の経営に役立てていただきますようお願いいたします。

２．地域活性化事業
（１ ）博多駅前と鹿児島中央駅前アミュ広場で開催された「商工会まるごと特産品フェア」、東京で実施された「出水

マルシェ」、天文館のかごしま特産品市場（かご市）で実施した「鶴の町商工会フェア」に出展された事業者の方の
参加支援を行い、地域特産品のＰＲ事業を積極的に行いました。売上も好調で、多くの県内外の方に当地域の特産
品の紹介や販路開拓を推進することができました。来年度以降も、物産展や商談会に参加される事業者の方の出展
支援をすることにしております。

「鶴の町商工会」経営発達支援計画の実施報告

小規模事業者の経営力強化と地域活性化に向けて

（２ ）市役所、JA、観光協会、商工会三役、特産品加工販売業者、専門家の方などをメンバーに「地域経済活性化委
　　 員会」を設立し、地域特産品や高尾野そばのブランド化など地域活性化について協議検討しました。今後の地域活

性化の方向性が明確になり、来年度以降も継続して当地域の地域活性化に向けて検討し、活性化事業を具体的に実
施していくことにしています。

３．経営力向上事業
（１ ）若手経営者、後継者を対象に、今後の経営力強化のためのセミナーと

して「鶴の町商人育成塾」を４回シリーズで実施しました。来年度以降
もテーマを変えて経営全般が習得できるセミナーとして実施します。

（２ ）事業計画作成のためのセミナーとして、「経営改善計画セミナー」を
３回シリーズで実施しました。事業計画策定は経営の基本であり、来年
度も内容を発展して実施します。

　　 　皆様の経営力強化のために「鶴の町商人育成塾」と併せて、多数参加
くださいますようお願いします。

（３）個別支援事業として、個社の経営分析、補助金申請等に伴う事業計画策定事業を実施しました。
　　 　今後、「小規模事業者持続化補助金」などの国補助金が公募されますので、申請者に対する事業計画策定支援を

積極的に実施していくことにしております。

　経営発達支援計画は、平成29年度から平成33年度までの５年間の計画で実施するものです。来年度は、２年目として
今年度の事業を評価し、皆様方の経営力向上、当地域の地域活性化等に向けて、より効果的な事業を企画実施していく
ことにしております。
　会員の皆様方にも計画の内容はお知らせいたします。皆様方のご意見を参考に、事業を実施していきたいと考えてい
ますので、ご意見・ご要望などがあれば、どのようなことでも結構ですので商工会事務局にご連絡ください。
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　昨年12月に平成29年度補正予算の概要が政府より発表されました。詳細については、正式な通知がなされた時点でお
知らせします。なお、ものづくり補助金、持続化補助金以外の補助金もありますので、詳しくは、商工会へお問い合わ
せください。

　募集締切日については不明です。事業終了日はこれまでと同様本年12月末の予定。
○募集開始時期　２月下旬～３月初旬予定

○持続化補助金

○ものづくり補助金

平成29年度補正「中小企業・小規模事業者関係」補助金情報

※詳細は、鹿児島労働局（099－223－8278）にお尋ねください。

鹿児島県最低賃金が改正されました!

鹿児島県
最低賃金

最低賃金額
（時間額） 効力発生日

７３７円 平成29年
10月1日


